
 (ｱ) 換水の頻度 毎日
 (ｲ) 換水の程度 完全換水

　

　

　

　

 (ｱ) 浴槽の清掃の頻度 毎日

 (ｱ)

    b 引湯量  (ｱ) 殺菌処理の有無 無
 (ｲ)  (ｲ) 殺菌処理の方法 －

    a 搬送量  (ｳ) 殺菌処理の理由 －

    b 搬送頻度

源泉の温度 39.8　　℃
 (ｱ)

 　ａ 加温の有無

 (ｱ) 検査頻度 ６回／年

 (ｲ)

 　ａ 加水の有無

    b 源   泉   率

 (ｳ) 温泉分析書の掲示 各浴室更衣室に掲示してあります。

⑥引湯の状況

引湯方法

―

―

⑦加温・加水の状況

    a

加水の理由

加温の有無及びその状況

浴
槽
の
衛
生
管
理
の
状
況

⑪殺菌処理の実施の有無及びその状況

毎日完全換水を行いその都度洗剤・ブラシによる清掃を行い
衛生管理に努めています。

⑨換水の状況

十分な源泉量を使用して毎日完全換水を行い浴槽の清掃を
実施しているため浴槽水の殺菌処理は行っておりません。そ
のため下記のとおり定期的レジオネラ属菌検査を行います。

（株）ますや旅館　代表取締役　宮原　健

 (ｱ)

 (ｲ)

温泉分析に係る
温泉の採取場所

温泉分析書の
分析時期

認定後１年以内に本施設湯口における温泉分析を実施しま
す。

田沢温泉二号泉、田沢温泉三号泉混合枡で採取し分析

平成14年10月15日

表示責任者

⑬温泉の成分分析の状況

⑫レジオネラ属菌の検査状況

検査結果表（分
析結果）の掲示 前回検査結果を更衣室に掲示しております。

当施設は、毎日完全換水を行っており浴槽水の殺菌処理は
行っていないため「安心、安全、正直」な信州の温泉表示認定
制度認定基準に基づき各浴槽毎年間６回のレジオネラ属菌の
検査を行います。

 (ｲ) 

タンクローリーやポリタンクで温泉を搬送　　 　　　　―

温泉以外の浴
槽の有無及び
その状況
浴用剤の使用
の有無及びそ
の状況

無

無

源泉から引湯管を経て施設内貯湯槽から各
浴槽へ
１１５Ｌ/分（165,600Ｌ/日）１日２４時間引湯

源泉や共同貯湯施設から引湯

100%

 　ｃ

加温の状況 季節的に加温しています。（１０月～５月まで）

加水している
ものの種類

源泉温度が人体温に近いため気温が低い時
期のみ加温を必要とするため。

―

全ての浴槽でかけ流しを行っています。
循環等は一切行っていません。

⑧循環、かけ流し
の状況及び循環の
場合はその理由

―   ｄ

加水の有無及びその状況

有

 　ｃ

    b

無

温泉利用許可年月日
及び指令番号

平成１３年２月９日　　長野県指令１２上保環第４４－１５号

認   定
番   号

認   定
年月日

第２７号

平成17年
(2005年)
8月12日

更   新
年月日

田沢温泉二号泉、田沢温泉三号泉混合

温泉利用施設の住所

更   新
年月日

有効期限
有   効
期   限

更   新
年月日

有効期限
平成22年
(2010年)
8月11日

温泉利用施設の名称

源
泉
の
状
況

自家源泉か
共有源泉か
の別

②温泉の湧
ゆう

出地

 (ｱ)

 (ｲ)

湧出地住所

湧出地から利
用施設までの
引湯距離

①源泉名

田沢温泉

ますや旅館

長野県小県郡青木村大字田沢2686 ＴＥＬ：0268-49-2001

男性浴室　浴槽数2　内湯容量3.5m3(3,500L)
　　　　　　　　　　　　   露天容量4.8m3(4,800L)
女性浴室　浴槽数2　内湯容量3.5m3(3,500L)
                       　  露天容量4.8m3(4,800L)
家族風呂×2　 家族風呂1容量1.2m3(1,200L)
                     家族風呂2容量0.8m3( 800L)

⑤浴槽の種類とその状況

 (ｱ)

各浴室ごとに
浴槽の数及び
浴槽ごとの容
量

 (ｳ)

共有源泉

 (ｱ) 源   泉   名

⑩浴槽の清掃の状況
 (ｲ)

申 請 者 の 住 所

温 泉 地 名

 (ｲ) 加温の理由

長野県小県郡青木村大字田沢2686

50ｍ

田沢温泉二号泉450Ｌ/分
田沢温泉三号泉95.16Ｌ/分

田沢温泉二号泉掘削自噴（掘削深度200ｍ)
田沢温泉三号泉掘削自噴（掘削深度700ｍ)

③湧出量(Ｌ／分)

浴
槽
の
温
泉
の
状
況

申 請 者 の 名 称㈱ますや旅館　代表取締役　宮原　健

有効期限

④湧出形態

長野県小県郡青木村大字田沢字那須里2694-ロ
及び２７００


